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< スタッフ > 吉田 陽一 教授、楊 金峰 准教授、近藤 孝文 助教、菅 晃一 助教、神戸 正雄 特任研究員

産業科学研究所　吉田研究室

最新研究トピックス

TOPICS1
　

アト秒電子パルス発生・計測

 •	テラヘルツ波干渉計による電子パルス幅計測法の確立
 •	世界最短の1fs 電子パルス発生に成功

最新研究トピックス

TOPICS2
　

フェムト秒時間分解電子顕微鏡開発

 •	超高速ナノ空間イメージングへの挑戦
 •	コンパクトMeV電子顕微鏡の開発

最新研究トピックス

TOPICS3
　

極性溶媒中の電子の溶媒和過程の研究

 •	電子溶媒和過程におけるフェムト秒過渡吸収スペクトル
の時間変化の観測

 •	初期過程を考慮した電子溶媒和モデルの構築

最新研究トピックス

TOPICS4 　
アルカン中のジェミネートイオン再結合と
分解過程の研究

 •	励起ラジカルカチオンの発見
 •	アルキルラジカル生成過程の研究

レーザーフォトカソード RF 電子銃加速器を利用
して、アト秒・フェムト秒パルス電子ビーム発生
や、世界最高時間分解能パルスラジオリシスの
開発など量子ビーム科学の最先端の研究を推進
しています。フェムト秒パルスラジオリシスとい
う測定ツールを用いて、放射線化学タイムフロ
ンティアを開拓し、時間空間反応解析によりナ
ノ空間内の活性種挙動を解明し、制御方法を確
立することにより次世代の極限ナノファブリケー
ションプロセスに役立てます。

アト秒電子ビームを発生して物質中の放射線化学
初期過程を解明し、極限ナノファブリケーションへ
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最新研究トピックス

TOPICS1
　

パルスレーザー堆積 / 原子間力顕微鏡複合装置（PLD/AFM）
を用いた金属酸化物表面の原子分解能観察

金属酸化物表面を原子レベルで観察する研究は新規の機能性材料やデバイス開
発において重要なテーマの一つですが、従来の手法（アニールとスパッタ）で
は作製できる測定試料が限られており、再現性もあまり高くありませんでした。
そこで、金属酸化物エレクトロニクスで用いられているパルスレーザー堆積装
置と超高真空原子間力顕微鏡を組み合わせ、これまで測定が不可能であった金
属酸化物表面の原子分解能観測を可能にしました。

最新研究トピックス

TOPICS2
　

光触媒反応の可視化

ビデオレートで高速走査が可能な原子間力顕微鏡を用いて、光触媒がどのよう
に細胞を構成する脂質に作用していくのかをナノメートルの空間分解能で観察す
ることに成功しています。今後は様々な分子や材料を用いて光反応が進んでい
くのかを観察していきます。

本研究室では走査型プローブ顕微鏡、特に原子間力顕微鏡の
高性能化と様々な分野への応用を目指した研究を行っています。

・ 原子間力顕微鏡（超高真空および液中）の高性能化
・ 原子分解能での表面構造の観察
・ 機能性材料表面のナノ物性
・ 光触媒反応のナノメートルオーダー観察
・ 薬剤反応のナノスケール動的観察
・ バイオ試料測定用原子間力顕微鏡探針の開発

学内外のマテリアルサイエンスやバイオサイエンス、医学、
薬学の分野の研究者と協力しながらこれまで観察できなかっ
た材料や現象を明らかにしています。特に光反応や薬剤反応
といったダイナミクスを測定する技術開発を行っています。

< スタッフ > 阿部 真之 教授、阿保 智 助教、宮戸 祐治 助教、山下 隼人 助教

レーザー光と原子間力顕微鏡を組み合わせた
マテリアルサイエンスおよびバイオサイエンスへの展開

大学院基礎工学研究科附属極限科学センター　阿部研究室

パルスレーザー堆積 /超高真空原子間力顕微鏡複合装置 バイオ試料観察用高速原子間力顕微鏡

PLD/AFMを用いて測定したアナターゼ型
TiO2(001) 表面の原子分解能像
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